


























































































いるかを調べたところ、Su(var)3-9 変異体条件下で Wge を過剰発現した個体













状況で TD を誘導した（wingless の過剰発現により誘導される肢原基から翅へ
の TD）際に発現変動する遺伝子が多く含まれており、これらは TDを普遍的に
制御する遺伝子群である可能性が考えられた。このような TD 関連遺伝子





















はヒストンメチル化酵素 Su(var)3-9 と協調して H3K9 メチル化を亢進させ、そ
れにより TD の進行を保証していること、そしてこのクロマチン制御が通常発
生における器官運命の決定には寄与せず、運命転換の局面で重要であることを
明らかにした。これにより、未だに謎が多い成虫原基の TD を制御するクロマ
チン制御の新たな側面が見出され、これが TD における細胞分化運命の可塑性
を制御するシステムの一端を担っている可能性が示唆された。 
 本研究で着目した H3K9メチル化の制御は、Wgeが関わりうる多様なエピジ
ェネティック制御の一部分であると考えられた。したがって今後、多様なクロ
マチン修飾のクロストーク、Wgeの標的遺伝子、トランスクリプトーム、クロ
マチン-核膜周縁相互作用などの情報をゲノムレベルで統合することで、TD を
制御するクロマチン制御機構の本質が見えてくるだろう。 
 
